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建設技術審査証明書

（ 開 発 の 趣 旨 ）
　本技術はシートライニング工法の成型品後貼り型に分類され，建設技術審査証明 ( 下水道技術 ) 第 1427 号においてその防食性能と強度回復性能の審査証
明を取得していた。今回，この技術を「下水道用マンホール改築・修繕工法に関する技術資料」(2014 年 12 月（公財）日本下水道新技術機構 ) の要求性能
に則り，耐荷能力，耐久性の低下等が懸念されるマンホールを更生する工法として開発の目標を設定した。
　類似のシートライニング工法をマンホールに適用する場合，１) 型枠の設置が困難，２) 施工手順が複雑，３) 注入材に断面修復性能は期待できないなど
の課題があった。
　そこで，本技術の特長である，構造物の強度を回復・維持する断面修復用モルタルの品質を有する防菌剤混和専用モルタルと，柔軟性と引張り特性に優れ，
耐薬品性を持つシートライニング材の性能を活かすことにより，厳しい腐食環境や狭隘で複雑な形状の構造においても施工可能で，耐荷性能と耐久性能を
有し，かつ防食性能を併せ持つ新たな複合マンホール更生工法を開発した。

（ 開 発 目 標 ）
◇基準達成型 ’19 審査－防食（シートライニング工法）：開発目標（８）
◇開発目標型審査：開発目標（１）～ (７)，（９）
　本技術の開発目標は，次に示すとおりである。
（１）施工性：円形１～３号組立マンホールに対して施工できること。
（２）既設マンホールとの一体化

１）既設マンホールと充てん材（専用モルタル材）は一体性を有すること。
２）表面部材 (TSA シート )と充てん材（専用モルタル材）は一体性を有すること。

（３）耐荷性能
１）更生した組立マンホールは，「下水道用鉄筋コンクリート製組立マンホール (JSWAS A-11)」の規格値以上の耐荷性能を有すること。
２）充てん材（専用モルタル材）の圧縮強度が 45 N/mm2以上であること。

（４）耐久性能
１）耐薬品性：本工法で使用する表面部材（TSAシート）は，「下水道用ポリエチレン管 (JSWAS K-14)」と同等以上の耐薬品性能を有すること。
２）耐硫酸性：本工法で使用する表面部材（TSAシート）は，50 年間相当の耐硫酸性を有すること。
３）耐劣化性：更生した組立マンホールは，埋設下の使用状態において，50 年にわたる走行車両により受ける繰り返し荷重に対して耐久性 (耐劣化性

能 )を有すること。
４）水密性：更生した組立マンホール (接合部含む )は，0.1 MPa の内水圧および外水圧に耐える水密性を有すること。

（５）耐震性能：更生した組立マンホールは，レベル１，レベル２地震動に対して耐震性能を有すること。
（６）水理性能：更生した組立マンホールは，管口断面の縮小がなく，下水の流下性能に影響を与えないこと。
（７）維持管理性能：更生した組立マンホールは，内空断面の縮小による，昇降，管路の清掃・浚渫作業等に支障を与えないこと。
（８）防食被覆性能：表面部材（TSA シート）は，以下の性能を有すること。

１）耐硫酸性：10 ％の硫酸水溶液に 60 日間浸漬しても被覆にふくれ，割れ，軟化，溶出がないこと。
２）遮断性

①硫黄侵入深さ：10 ％の硫酸水溶液に 120 日間浸漬した時の硫黄侵入深さが設計厚さに対して１ ％以下であること。
　（目地部は５％以下かつ 100 μ m 以下）
②透水性：透水量が 0.15 g 以下

３）接着安定性：付着強度が 0.24 N/mm2以上 (物理的固着型 )
４）外観性：被覆にしわ，むら，剥がれ，割れのないこと。
５）耐アルカリ性：水酸化カルシウム飽和水溶液に 60 日間浸漬しても被覆にふくれ，割れ，軟化，溶出がないこと。
６）耐有機酸性：５％の酢酸水溶液 (23 ℃± 2 ℃ ) に ,60 日間浸せきしても被覆にふくれ，割れ，軟化，溶出がないこと。

（９）断面修復材の性能：充てん材（専用モルタル材）は，以下の性能を有すること。
１）曲 げ 強 度：材齢３日  3.0 N/mm2以上，材齢 28 日 7.0 N/mm2以上 
２）圧 縮 強 度：材齢３日   25 N/mm2以上，材齢 28 日 45 N/mm2以上 
３）接  着  性：材齢 28 日 1.5 N/mm2以上 
４）長さ変化率：材齢 28 日 -0.1 ％以上 
５）耐硫酸性：５％の硫酸水溶液に 28 日間浸せきした時の重量変化率が± 10 ％以内であること。
６）硫酸浸透深さ：５％の硫酸水溶液に 28 日間浸せきした時のフェノールフタレインの非呈色深さが 3.0 ㎜以下であること。

（公財）日本下水道新技術機構の建設技術審査証明事業（下水道技術）実施要領に基づき，依頼のあった
「スラスラ工法」の技術内容について下記のとおり証明する。

2020年 3月 17日

建設技術審査証明事業実施機関
公益財団法人　日本下水道新技術機構

理事長

記
１．審 査 の 結 果 

上記すべての開発目標を満たしていると認められる。
２．審査証明の前提

（１）提出された資料には事実に反する記載がないものとする。
（２）本技術に使用する材料は，適正な品質管理のもとで製造されたものとする。
（３）本技術の施工は，標準施工要領に従い，適正な施工管理のもとで行われるものとする。
（４）基準達成型の審査は，「JIS A 7502 下水道構造物のコンクリート腐食対策技術」による要求性能に対して，「下水道コンクリート構造物の腐食抑

制技術及び防食技術マニュアル」（平成 29 年 12 月（地共）日本下水道事業団）に定める要求値について確認したものである。
３．審査証明の範囲

審査証明は，依頼者から提出のあった開発目標に対して設定した審査方法により確認した範囲とする。
４．留意事項および付言

（１）本技術の開発目標は，「下水道用マンホール改築・修繕工法に関する技術資料」(2014 年 12 月 ( 公財 ) 日本下水道新技術機構 ) に定める複合マン
ホール更生工法の要求性能による。

（２）本技術の施工にあたっては，標準施工要領に基づいた施工を行うこと。
（３）環境適用性能については，標準施工要領に基づき，現場での施工時において，一般に要求される騒音・振動，大気汚染の各対策に加え臭気対策等

適切な措置を行うこと。
５．審査証明の詳細　　　　(建設技術審査証明（下水道技術）報告書参照 )
６．審査証明の有効期限　　2025年 3月 31日
７．審査証明の依頼者

株  式  会  社  安 藤 ・ 間　　（東京都港区赤坂六丁目１番 20 号）
Ｂ Ａ Ｓ Ｆ ジ ャ パ ン 株 式 会 社　　（東京都中央区日本橋室町三丁目４番４号）
長岡鉄筋コンクリート株式会社　　（東京都中央区日本橋堀留町一丁目８番９号）
日 本 ヒ ュ ー ム 株 式 会 社　　（東京都港区新橋五丁目 33 番 11 号）

技術名称：スラスラ工法
（下水道複合マンホール更生工法
　　　　　（防食性能付き－シートライニング工法－））

［基準達成型 ’19・開発目標型］

スラスラ工法
下水道複合マンホール更生工法（防食性能付き－シートライニング工法－）

令和元年度 建設技術審査証明事業（下水道技術）

技術概要書



技術の概要 

 
スラスラ工法は，断面修復材の施工と同時に型枠をもちいずシートライニングを形成するマンホール

の更生工法(防食性能付き－シートライニング工法－)である。 

本工法は，既存マンホール躯体内面の洗浄・劣化部除去等の処理を行い，防菌剤を混和した専用モル

タル(マスターエマコ S630)を塗布して左官仕上げした後，未硬化面に支持体付きシート(TSA シート：

高密度ポリエチレン樹脂製)を差込み，必要に応じ，養生完了までサポート部材を設置する。これにより,

構造物の耐荷性・耐久性・耐震性ならびに防食性を有するマンホールを構築することができる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

写真－１ TSA シート 
                                        
 
 
 
 
 

図－１ 施工断面概要 
 

                                     写真－２ シート建込み状況 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
   写真－３ シート差込み状況（天井部）       写真－４ 側方曲げ試験体破壊状況 

 
 

技術の概要



技術の特長 

技術の特長を以下に示す。 
（１）施工性：円形１～３号組立マンホールに対して施工できる。 

（２）既設マンホールとの一体化 

１）既設マンホールと充てん材(専用モルタル材)は一体性を有する。 

２）表面部材(TSA シート)と充てん材(専用モルタル材)は一体性を有する。 

（３）耐荷性能 

１）更生した組立マンホールは，「下水道用鉄筋コンクリート製組立マンホール(JSWAS A-11)」の規

格値以上の耐荷性能を有する。 

２）充てん材（専用モルタル材）の圧縮強度が 45 N/mm2以上である。 
（４）耐久性能 
１）耐薬品性：本工法で使用する表面部材（TSA シート）は，「下水道用ポリエチレン管(JSWAS K-

14)」と同等以上の耐薬品性能を有する。 

２）耐硫酸性：本工法で使用する表面部材（TSA シート）は，50 年間相当の耐硫酸性を有する。 

３）耐劣化性：更生した組立マンホールは，埋設下の使用状態において，50 年にわたる走行車両に

より受ける繰り返し荷重に対して耐久性(耐劣化性能)を有する。 

４）水密性：更生した組立マンホール(接合部含む)は,0.1 MPa の内水圧および外水圧に耐える水密

性を有する。 

（５) 耐震性能：更生した組立マンホールは，レベル１，レベル２地震動に対して耐震性能を有する｡ 
（６）水理性能：更生した組立マンホールは，管口断面の縮小がなく，下水の流下性能に影響を与え

ない。 
（７）維持管理性能：更生した組立マンホールは，内空断面の縮小による，昇降，管路の清掃・浚渫

作業等に支障を与えない。 
（８）防食被覆性能：表面部材（TSA シート）は，以下の性能を有する。 

１）耐硫酸性：10 ％の硫酸水溶液に 60 日間浸せきしても被覆にふくれ，割れ，軟化，溶出がない｡ 

２）遮断性  
① 硫黄侵入深さ：10 ％の硫酸水溶液に 120 日間浸せきした時の硫黄侵入深さが設計厚さに対し

て１％以下である。(目地部は５％以下かつ 100 μm 以下) 

② 透水性：透水量が 0.15 g 以下 

３）接着安定性：付着強度が 0.24 N/mm2以上(物理的固着型） 
４）外観性：被覆にしわ，むら，剥がれ，割れがない。 
５) 耐アルカリ性：水酸化カルシウム飽和水溶液に 60 日間浸せきしても被覆にふくれ，割れ，軟

化，溶出がない。 
６）耐有機酸性：５％の酢酸水溶液（23 ℃±2 ℃）に,60 日間浸せきしても被覆にふくれ，割れ，

軟化，溶出がない。 
（９）断面修復材の性能：充てん材（専用モルタル材）は，以下の性能を有する。 

１）曲げ強度：材齢 ３日 3.0 N/mm2以上 材齢 28 日 7.0 N/mm2以上  

２）圧縮強度：材齢 ３日 25 N/mm2以上  材齢 28 日  45 N/mm2以上  

３）接着性：材齢 28 日 1.5 N/mm2以上  

４）長さ変化率：材齢 28 日 -0.1 ％以上  

技術の特長



５）耐硫酸性：５％の硫酸水溶液に 28 日間浸せきした時の重量変化率が±10 ％以内である。 

６）硫酸浸透深さ：５％の硫酸水溶液に 28 日間浸せきした時のフェノールフタレインの非呈色深

さが 3.0 ㎜以下である。 

基準達成型 ’19－防食（成形品後貼り型シートライニング工法） 

技術の適用範囲 

【種 類】組立マンホール 

【形 状】円形１号，円形２号，円形３号 

【マンホール深さ】５ｍ以下 

【コンクリート減肉量】 20 ㎜以下 

施工実績（抜粋） 
 

  
技術保有会社および連絡先 

【技術保有会社】  株式会社安藤・間                 http://www.ad-hzm.co.jp/ 
ＢＡＳＦジャパン株式会社          https://www.basf.com/jp/ 
長岡鉄筋コンクリート株式会社        https://nagaoka-rc.com/ 
日本ヒューム株式会社            http://www.nipponhume.co.jp/ 

【問合せ先】    耐食ライニング工法協会         TEL 029-858-8817 

http://www.slasla.com/ 

※協会に関する相談は，直接，協会へお尋ねください。 

審査証明有効年月日 

2020 年３月 17 日～2025 年３月 31 日 

インターネットによる情報公開  

 
・公益財団法人 日本下水道新技術機構  https://www.jiwet.or.jp/ 

・建設技術審査証明協議会        http://www.jacic.or.jp/sinsa/ 

基準達成型の区分 

施工実績（抜粋）

技術保有会社および連絡先

審査証明有効年月日

インターネットによる情報公開

基準達成型の区分

技術の適用範囲


